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平成３０年度労働事情実態調査結果のポイント 

 

調査の概要 

・調査時点：平成３０年７月１日 

・調査対象：県内中小企業１，３００社 

・回収状況：５２０社（製造業２７８社、非製造業２４２社） 

・回 収 率：４０．０％ 

 

 

◇経営状況 

「良い」２１．３％（前年１７．３％）、「悪い」２５．４％（前年２４．２％） 

 

◇主要事業の今後の方針 

「現状維持」５６．３％、「強化拡大」３８．６％ 

 

◇経営上の障害 

「人材不足（質の不足）」５４．８％、「労働力不足（量の不足）」３７．８％、 

「原材料・仕入品の高騰」２９．７％、「販売不振・受注の減少」２８．２％ 

 

◇経営上の強み 

「技術力・製品開発力」３１．０％、「製品・サービスの独自性」２９．２％、 

「製品の品質・精度の高さ」２８．４％ 

 

◇週所定労働時間 

「週４０時間」以下の事業所は９１．２％（前年９１．４％） 

 

◇月平均残業時間（従業員１人当たり） 

「１０～２０時間未満」が２５．０％で最も多く、次いで「１０時間未満」が２２．０％、

「０時間」が２０．８％ 

 

◇年次有給休暇（従業員１人当たり） 

平均付与日数１６．００日、平均取得日数は７．８８日で、取得率は４９．２５％ 

 

◇平成３０年３月新規学卒者採用状況 

技術系全体：採用計画２７３人に対し、２１４人採用（充足率７８．４％） 

事務系全体：採用計画８３人に対し、６２人採用（充足率７４．７％） 
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◇新規学卒者の平均初任給（平成３０年６月の通勤手当を除く所定内給与） 

高 校 卒：技術系 １６９，１７２円（対前年比  ＋６，３９８円） 

事務系 １６０，７１２円（対前年比  －１，０４８円） 

専門学校卒：技術系 １７８，０８９円（対前年比  －８，０５５円） 

事務系 １８１，０００円（対前年比  ＋１，０００円） 

短大卒(含高専)：技術系 １７１，５５０円（対前年比  －２，１３６円） 

事務系 １９３，７００円（対前年比  ＋１，７００円） 

大 学 卒：技術系 ２０４，０８０円（対前年比  －２，７９８円） 

事務系 ２００，２５２円（対前年比  ＋６，０８１円） 

 

◇平成３１年３月新規学卒者採用計画 

採用計画が「ある」とする事業所は３３．５％ 

学卒別平均採用計画：「高 校 卒」６７．４％、２．４０人 

「専門学校卒」３３．１％、１．８１人 

「短大卒(含高専)」１２．２％、１．４３人 

「大 学 卒」５３．５％、２．５１人 

 

◇長時間労働への対応 

「人員の増員・配置見直し」３８．３％、「時間外労働の是正・削減」３５．１％、 

「業務内容見直し・業務分担見直し」３３．３％ 

 

◇同一賃金同一労働への対応 

「賞与の支給」２８．７％、「定期昇給の実施」２３．８％、 

「手当の支給」２２．６％ 

 

◇無期転換ルールの認知状況 

  「知っていた」７０．６％、「知らなかった」２９．４％ 

 

◇無期転換ルール対象従業員の有無 

  「いる」２０．４％、「いない」７９．６％ 

 

◇無期転換ルールに基づく無期転換の申込みの有無 

  「あった」１４．７％、「現時点ではない」８５．３％ 
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◇賃金改定状況 

平成３０年１月１日から７月１日までの間に賃金を「引上げた」のは５４．９％、「未

定」が１７．５％、「今年は実施しない（凍結）」が１４．４％ 

改定後平均賃金 ２６０，５３４円（加重平均）（前年２５９，５５９円） 

平均改定額     ６，１０６円（前年５，４９２円） 

平均改定率      ２．４０％（前年２．１６％） 

  賃金改定の内容は、「定期昇給」６１．１％、「基本給の引上げ（定期昇給制度のない

事業所）」３４．３％、「ベースアップ」１６．５％ 

  賃金改定の決定要素は、「企業の業績」７０．３％、「労働力の確保・定着」５６．６％、

「世間相場」２６．３％ 


